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研究成果の概要（和文）： 

初学者の樹木画（Baum test）の査定能力を高めるために、熟練者などの査定形成についての分

析を行った。また、熟練者を含めた樹木画を中心としたケースカンファレンスを重ねることに

より、査定能力の向上が図れることがわかった。精神疾患および発達障がいにはそれぞれ特徴

的なサインがみられることがわかった。 
研究成果の概要（英文）： 
In order to heighten the assessment capability of a beginner's Baumtest, analysis of an 
expert's etc. assessment formation was conducted.  
Moreover, by piling up the case conference centering on Baumtest including an expert 
showed that improvement in assessment capability could be aimed at.  
It turned out that a sign respectively characteristic of mental illness and developmental 
disorder being is seen. 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

22 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

23 年度 500,000 150,000 650,000 

24 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度    

  年度    

総 計 3,200,000 960,000 4,160,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 

キーワード：(1) 樹木画（バウムテスト）(2) 精神疾患 (3) 発達障がい(4)イメージ形成                          

      （5） 臨床心理士教育 (6)類型化 (7) データベース (8)心理査定           
 

１．研究開始当初の背景 

①樹木画（Baumtest）は人格検査として

1949 年に K.Koch が提唱したものである。そ

れは筆跡学や空間象徴理論に依拠した仮説

に基づいており、現在においても樹木画解釈

の基本となっている。また、現在よく用いら

れているものとしては、Blander,K(1977)の

研究があり、これは包括的に樹木全体の構造

や空間的象徴、根・幹・樹幹などの核部分の

描写についての詳細な分類をおこない、解釈

を試みているもので樹木画解釈の上で重要

なものとなっている。 
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樹木画（Baumtest）は、さまざまな観点か

らの研究がなされ、その発展が見られてきた。

たとえば、発達的研究では、その幹と樹幹の

比率や使用空間（一谷他 1986）などが発達と

ともに変化していくことや樹種の選定がそ

の風土と発達とのかかわりにより、変わって

くること（中尾他 1975、1978、1982、1983）、

また、養育環境や教育（一谷他 1975中尾 1979）

によってその発達的変化は影響を受けるこ

となど、多くの研究がある。 

また、文化人類学的には、各民族の特徴（藤

縄他、1971）を抽出する研究などが行われて

きた。研究代表者も 2003年より 2006 年まで

濱野清志とともに、「樹木画テストの発達的

指標の普遍因子と文化による固有因子の抽

出への試み」（2007）の調査研究、分析をお

こなった。この研究の目的は、グローバリゼ

ーションの進む現代、樹木画法による心理査

定にどれほどの文化的・風土的影響があり、

どれほどの通文化的、風土によらない普遍的

なものがあるのかを調べることにあった。 

また、心理査定において同様に重要な研究

は、現実の精神病理に注目した研究である。

例えば、山中（1976）のメビウスの木などの

研究である根やうろなど様々な部分への解

釈仮説に対するする実践的研究が、現在でも

数多くなされている。その中でも、Stora,R.

は各指標が心理学的に明確な意味を持った

「心理学的サイン」の確定作業をおこない、

de Castilla,D.（1994）は更にそれを改良し

発表している（バウムの活用マニュエル（阿

部訳 2002））。また、Fernandes,L.(2005)（樹

木画テストの読みかた（阿部訳 2006））もそ

れぞれのサインから性格特徴を感情・情緒領

域、社会的領域、知的領域に分けて分析する

読み方を示している。 

実際、臨床的に樹木画（バウムテスト）を

査定するとき、幹の先端処理や幹や枝、樹冠

などの形態的特徴からの分析やサインのみ

ならず、その樹木画のもっている全体的なイ

メージ（いわゆる｢～な感じ｣と表現されるも

の）、包括的な印象も、患者あるいはクライ

エントのパーソナリティを、全体的に理解す

るための重要な判断材料となっている。しか

しながら、全体的なイメージ、包括的な印象

の、その判断はいわば熟練者の名人芸のよう

なものとして、経験則に従って直観的になさ

れること部分が多いことは否めない。 

臨床心理士養成の大学院教育の中で、上記

のように樹木画のイメージを臨床像と結び

つけて理解する方法を経験に頼るのではな

く、特に初学者間で共有できる形にする必要

を感じてきた。それはまた、樹木画（バウム

テスト）を用いる臨床心理分野全体に大きな

寄与をもたらすものと考えられる。 

２．研究の目的 

樹木画（Baumtest）において熟練者はどこに

注目し、どのようにその樹木画の印象・イメ

ージを読み解いていくのかを分析する。また、

発達障がいや精神疾患によって、樹木画がど

のような特徴・イメージを持つかを定量的・

定性的に分析する。それにより、樹木画の心

理査定としての信頼性・妥当性を確立するこ

と、および、どのようにして、初学者にその

解釈技術を養成するかにある。 

 

３．研究の方法 

１、A 心理教育相談センターでの初回面接等

で得られた樹木画(255)と来談者の臨床デー

タをパソコン上でデータベース化した。 

２、事例の樹木画のそれぞれについて分析を

行う。Ａ）形式分析（描画の強弱、筆圧、形

態の歪み、原始性、象徴性構図、画面構成、

など）Ｂ）心理学的サイン分析をおこなう。

Ｃ) 内容分析（初回面接時の PDIを中心に）

Ｄ）印象評定（症状別の印象評定の特徴の検



出） 

３、経験の豊富な臨床心理士,臨床心理士に

なったばかりのもの、研究生、修士２回生、

１回生を対象に研究会形式で１枚の樹木画

（Baumtest）をめぐって個々の発言してもら

いそののち討議を行なう。 

 

４．研究成果 

（1）初心者と臨床心理士（経験 3 年以下），

ベテラン臨床心理士の樹木画を見ての評定

の違いについての検討 

方法：調査対象者は修士 1・2回生（以下 M）

10 名，臨床心理士資格を取得したばかりの卒

業生（以下 G）６名，熟練した臨床家である

教員（以下 T）４名である。評定のカテゴリ

ーは KJ法を参考に分類した。 

  

図１．Ｍ・Ｇ・Tの解釈プロセスカテゴリー別の割合
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図２．Ｍ・Ｇ・Ｔの見立てにおける相違
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カテゴリ－分類の結果（図１，図２），初

学者は単なる印象や木の叙述に近いものが

最も多い。経験者は知識からのサインアプロ

ーチが目立った。それに対し，ベテラン臨床

心理士は，病理的査定のみに留まらず，今後

の心理療法過程への見通しにまで言及する

ことが多かった。つぎに“評定カテゴリー分

類（表 1）”を用いて，研究会参加者の評定能

力がどのように変化したのかを検討した。図

3，図 4は，２年前 M1であった院生と卒後１

年であった卒業生が評定した樹木画と，それ

と同じ樹木画を２年経過後に同じ人が評定

した内容の差を示したものである。 

     表１ 評定のカテゴリー分類 

感想（感覚的 D-s,直観 D-i,思考 D-t,感情

D-a） 

イメージ（Im） 

解釈（知的解釈 Ip-I,感情的解釈 Ip-a） 

見立て（外界と対象者との関係 A-c,対象者へ

の共感的理解 A-a,客観的理解 A-o,検査者・

対象者の関係性 A-r,病理・展望 A-d） 

 

 

図 3 では M1 の時には、感想とイメージを

述べるだけであったものが、２年後には同じ

感想でも思考が増え、また、見立てが出てき



ていることがわかる。 

図 4では卒後１年であたった卒業生は、１

回目には知的解釈が多いが、２年後には見立

てが増えていることがわかる。つまり、卒後

すぐは知識から知的解釈をしていたものが、

そこからさらにクライエントの全体像を見

ていくようになっていることがわかる。これ

らの変化は、２年間の研究会の中で、他者の

見立てを聞くうちに、自分たちが感じている

イメージや知的解釈が見立てにどう繋がっ

ているのかがわかって来るようになり、M1は

M1 なりに、卒業生は卒業生なりに進歩してき

たものと思われる。それゆえ、様々な学年の

学生と卒後生と教員や嘱託職員が１枚の樹

木画をみて、その所見を述べることは、樹木

画の所見を身につけるのに有用であると思

われる。 

（2）養育者と子どもの樹木画の検討 

本研究を続けていくうち、養育者と子ども

の樹木画について検討する必要性を感じて

きた。つまり養育者にも樹木画を実施するこ

とにより、子どもの主訴についての理解をよ

り深めていくことができるのではないかと

考えた。そこで、子どもの問題を主訴として

来談した母親と子どもの樹木画から、母子の

関係性を中心とした家族力動についてアセ

スメントを行った事例を中心に検討した（来

談した養育者は母親である場合が圧倒的に

多いので、ここでは母子間についてまとめて

いる）。 

方法：1.対象：子どもの問題を主訴に A相

談センターに来談し、母子並行面接を継続す

ることになった母子８組（子どもの年齢は 8

歳～17 歳）、内２組については、詳しく検討

する。 

2.手続き：インテーク面接時に樹木画を母子

別々に行った。教示は「一本の木を描いて下

さい」であった。分析には、母子の樹木画の

大きさ、樹形、位置、幹先端処理、幹下方処

理、枝の有無及び形状、実の有無、樹冠の形

状、大地線の有無及び形状、根の有無及び形

状、樹皮表現、描線（筆圧を含む）、附属物

などを中心に類似点と相違点を抽出した。 

【結果と考察】 

表２.を見ると、母子の関係がよく見えて

くる。子どもが主訴で来ているケースでも、

母親の病理が子どもの問題と深く関わって

いると考えられる場合（母親の病理が深い場

合）は、母子の樹木画が類似しているとは言

い難い。それに比べ、母親の健康度が高い場

合は、母子間の樹木画は類似している。たと

えば、表１.のケース１、5、8 は樹形等類似

が多い。しかし、ケース２と６のように、母

の病理が深い場合は、類似が多いとは言えず、

しばしば子どもの樹木画が完全閉鎖系にな

り、その中にアグレッションが見えている。 

このような場合は、母親自身のカウンセリ

ングが必要である。子どもの筆圧が弱く、描

線が途切れがちである場合で、母親の筆圧が

強く、途切れない描線の場合（本事例の中で

は、そのような場合、母親の大地線は傾いて

いることが多い）は、子どもへの養育態度に

対しての指導的アプローチに効果があると

考えられる。また、母親の樹木画が幼く、依

存傾向が強い時、子どもの樹木画だけを見る

と、非常に形態の悪い樹木画の様に見えても、

母子の間ではそれが、安定している世界であ

る場合もあると考えられる。このように、母

子並行面接において、樹木画をとることによ

って、母親自身のカウンセリングの必要性つ

まり母親自身をサポートする必要性がある

事例と子育ての為のサポート及びアドバイ

スなどの必要性のある事例を判別すること

ができる。つまり、親子の力動、支え合いに

対して、どのような協力体制をもってやって

いくのか、考えていくことができる。 



類似点

母 子

ケース１ 大きい

子主訴 樹形

位置

幹先端開放

幹下方開放 幹下方処理あり（根表現）

樹幹外2本の鋭い枝

実なし 実あり

樹幹あり（横広雲形）

大地線あり（傾斜あり） 大地線なし

樹皮表現なし 樹皮表現あり（無数の細い線）

描線にとぎれがなく、筆圧強い 無数の細い描線、筆圧弱い

ブランコに乗った子ども、鳥 附属物なし

依存性大

空虚 抑うつ

ケース２ 大きい 中程度

母子主訴 樹形

位置

幹先端開放 幹先端処理あり（三又、鋭角）

幹下方開放 幹下方処理あり（根、鋭角3、鈍角1）

枝なし

実なし

樹幹あり（縦長雲形）

大地線なし 大地線あり（傾斜あり）

樹皮表現なし

途切れてはいないが、弱い描線 描線にとぎれがなく、筆圧強い

附属物なし 草

依存性大

空虚 攻撃性

ケース３ 紙面に入りきらない大きな木 小さな木

母主訴 樹形近似の可能性あり

位置

幹先端開放 幹先端処理あり（樹冠線で閉じる）

幹下方開放 幹下方処理あり（根、鋭角2、丸型2）

樹幹内開放2線枝 枝なし

実なし

樹幹あり（雲形） 横長雲形

大地線なし

樹皮表現なし 樹皮表現あり（短い線と洞）

数多い途切れがちな描線、筆圧弱い 描線にとぎれがなく、筆圧強い

附属物なし

依存性大

疲労、不安 独特の認知

ケース４ 大きいが紙面に収まる 大きく紙面に収まらない

母子主訴

位置

幹先端処理あり（二又、鋭角） 幹先端開放

幹下方処理あり（根、鋭角4） 幹下方処理なし（紙下端）

樹幹内切断枝 樹幹内開放2線枝

実なし

樹幹あり（雲形）

大地線なし

樹皮表現なし

描線にとぎれはないが、筆圧弱い 線を継ぎながら描いているが、筆圧は強い

附属物なし

依存性大 依存性小

不安 必死さ、抑うつ

ケース5 大きい

子主訴

位置

幹先端開放

幹下方処理あり（大地線） 幹下方処理なし（紙下端）

枝なし

実あり 実なし

樹幹あり（雲形）

大地線あり（傾斜あり） 大地線なし

樹皮表現あり（複数の短い線）

描線に途切れがなく、筆圧は中程度 描線は途切れがちで、筆圧は弱い

附属物なし

依存性小

空虚、不安定 自己形成以前

ケース6 大きい 小さい

母主訴

位置

幹先端開放 幹先端処理あり（三又、鋭角）

幹下方開放 幹下方処理あり（直線）

樹幹内2本の鋭い2線枝

実なし 実あり

樹幹あり 円形 縦長雲形

大地線なし

樹皮表現あり（複数の短い線） 樹皮表現なし

描線に途切れはほとんどないが、筆圧は弱い 描線にとぎれがなく、筆圧強い

附属物なし

依存性小

空虚、攻撃性 堅い防衛、攻撃性

ケース7 大きい 中程度

子主訴

中央 左

幹先端開放

幹下方処理あり（根、鋭角5） 幹下方処理なし（紙下端）

枝なし 樹幹外2本の鋭い2線枝

実あり 実なし

樹幹あり（雲形）

大地線なし

樹皮表現なし

描線に途切れはなく、筆圧は中程度 描線にとぎれがなく、筆圧強い

附属物なし

依存性大 依存性小

空虚 空虚、攻撃性

ケース8 中程度

子主訴 樹形

やや上方 中央

幹先端開放 幹先端処理あり（樹冠線で閉じる）

幹下方処理あり（根、鋭角5）

樹幹外2本の枝 1線枝 2本の小さな葉の塊の付いた2線枝

樹幹内枝あり 1線枝 2線枝葉の塊あり

実なし

樹幹あり（雲形）

大地線なし 大地線あり（水平）

樹皮表現なし

描線にとぎれがなく、筆圧強い

草、花、雲、太陽

依存性小

空虚、枯渇 ユーモア、ヒステリー

相違点 表２.母子間の樹木画の類似点と相違点 

 

子どものだけの樹木画を見ると、子ども担

当セラピストが不安になるほど、あまり形態

が良くない樹木画が見られることがある。し

かし、母親の樹木画をとることにより、子ど

もの樹木画の意味が分かる。樹冠の大きさ、

樹冠下の枝の出かた、根の数、描線のつなが

り具合、樹皮の描き方など、類似する点が見

られた。そのことにより、一見、重大な病理

に見られるものが、母子間に共通する表現で

あり、必ずしも深い子どもの病理とは言えな

いことが分かる。母親の木が表現しているも

のが子どもの持つ問題とも密接に関係して

いると推測された。そのため、セラピーにお

いても母親面接が重要である判断できる。ま

た、母親の樹木画において感じ取れる空虚感

や肌感覚からは、母親より更に前の世代から

伝達される問題の連続性をも感じられた。こ

の世代を越える問題をセラピーで扱ってい

くことが、やがては子どもの心の安定につな

がっていく事例があることも推測された。 

以上のように、母子の樹木画は、母子並行

面接の方向性を定める有効なアセスメント

の手段として機能すると考えられる。 

（３）精神疾患と発達障がいの描画の特徴 

方法：１、A 心理教育相談センターでの初回

面接等で得られた樹木画(255)を形式分析

（描画の強弱、筆圧、形態の歪み、原始性、

象徴性構図、画面構成、など、K.Koch による）

した。現在まだ類型化までは至っていない。

また、分析は、それぞれの疾患、障がいが他

のものと比べて、その特徴が多いか、少ない

かであり、決してそれぞれにおいてしばしば

見られるものであるというわけではない。今

後はさらに研究を進めてそれぞれの特異的

な表現を抽出すること、類型化に努めたい。 

 



表３ 精神疾患と発達障がいの描画の特徴 

 

有意差(p<0.001) のもののみをまとめた。 

 

χ 2 P値
うつ病群 8.474 0.004**

7.056 0.008**

7.523 0.006**

10.626 0.001***

6.614 0.010**

14.602 0.000***

255 0.000***

10.382 0.001***

33.224 0.000***

32.982 0.000***

神経症群 4.493 0.004**

8.645 0.003**

6.643 0.01**

7.075 0.008**

6.685 0.01**

9.205 0.002**

6.885 0.009**

洗練(豊かで細やかな
枝分かれ)：あり

6.951 0.008**

右へ流れること：あり

発達障がい群

かさばる：あり

積み重ね：あり

枝の十字交差：あり
6.806 0.009**

葉：あり

暗く(濃く)塗られた実
と葉：あり

右側の広がり：なし

力強い：なし

波型：なし

隙間のない：あり

0.000***

左斜め上の地面線：
あり

8.273 0.004**

付属品：あり

花：あり

非規則的：なし

左側の強調：なし

多くの風景：あり

地面線：あり

幹の根元にある地面
線：あり

16.461

診断群 指標
乾いた：なし

樹冠に描かれた弓状
の線：なし
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